
江
戸
時
代
は
、

幕
府
の
昌
平

螢

（昌
平
坂
学
問
所
）
や
諸
藩

の
藩
校
、

庶
民
の
教
育
の
場
と

し
て
の
寺
子
屋
な
ど
、

き
ま
ざ

ま
な
教
育
施
設
が
開
設
さ
れ

た
。

地
域
の
有
志
ら
に
よ

っ
て

設
立
さ
れ
た
郷
学

（郷
校
）
も

場
合
も
あ

つ
た
。

川
町
域
を
中
心
と
し
た
三
戸
通

を
支
配
　
管
理
し
て
い
た
。
１

８
６
５

（慶
応
元
）
年
姥
月
、

こ
戸
代
官
の
大
須
賀
貞
明
は
、

席
岡
落
の
命
を
受
け
て
、

代
官

所
を
増
集
し
て
文
武
場
を
開
設

す

る
こ
と
を
決
め
た
。

こ
れ

は
、

同
時
期
に
、

盛
岡
藩
枝
を

文
武
医
３
科
か
ら
な
る
学
校
に

拡
張
し
た
こ
と
な
ど
と
関
連
し

で
あ
る
。

党
掬
憲
場
の
教
官
は
、

藩
枝
作

人
館
か
ら
派
遣
さ
れ
る
場
合
が

多
か
っ
た
。

主
な
教
官
と
し
て

は
、

為
憲
場
の
規
約
を
作
成
し

た
藤
井
又
蔵
や
、

作
人
館
の
教

育
理
念
を
打
ち
出
し
た
Ｊ
幡
五

頼

（雅
帥
駐
高
）
ら
が
い
る
。

主
な
教
育
内
容
は
、

四
書
五

経
な
ど
の
読
み
普
き
、

漢
詩
や

継
続
さ
れ
て
は
い
た
も

の
の
、

教
育
面
に
お
い
て
も
軍
備
重
視

の
方
針
が
と
ら
れ
て
い
た
の
で

あ
る
。
さ
ら
に
、
７
月
以
降
、

銃
隊
捨
古
の
願
い
出
が
拾
人
ら

か
ら
頻
繁
に
出
さ
れ
て
お
り
、

西
洋
抗
の
導
入
も
図
ら
れ
た
。

８
月
に
は
、

各
地
の
郷
学
は

一
時
練
兵
所
と
す
る
こ
と
が
藩

に
よ

つ
て
通
達
さ
れ
た
。
こ
れ

に
よ
り
郷
学
の
教
育
機
能
は
失

お
う

，

た
つ
れ

っ
ば
ん
ど
う
ち
，

わ
れ
た
。

奥
羽
越
列
藩
同
盟
側

に

つ
い
た
盛
同
藩
は
、

そ

の

後
、

明
治
政
府
側
と
の
戦
闘
を

経
て
、

同
年
９
月
に
降
伏
、

藩

領
の
引
き
渡
し
と
白
石

（現
宮

城
県
白
石
市
）

へ
の
転
封
が
な

さ
れ
た
。
こ
の
結
果
、

為
憲
場

を
含
む
藩
内
の
藩
校
や
郷
学
は

完
全
に
廃
校
と
な

っ
た
。

し
か
し
な
が
ら
、

そ
れ
以
後

も
、

九
憲
場
の
建
物
は
、

こ
の

地
に
移

っ
た
半
南
落
な
ど
に
利

用
さ
れ
、

１
８
７
３

（
明
治

６
）
年
７
月
、

三
戸
小
学

（現

三
戸
小
学
校
の
前
身
）
の
校
舎

と
な

っ
た
。

幕
末
三
戸
の
教
育

を
支
え
た
為
言
場
は
、

明
治
以

後
も
地
域
教
育
の
場
と
し
て
活

用
さ
れ
続
け
た
の
で
あ

っ
た
。

床
Ｊ

ｎ
υ

そ
の
１
つ
で
、

落
に
よ

っ
て
保

護
や
違
官
の
支
援
が
な
さ
れ
た

三
戸
町
役
場
の
斜
め
向
か
い

に
は
、

三
戸
町
結
合
福
祉
セ
ン

タ
ー

「
ふ
く
じ
ゅ
そ
う
」
が
あ

る
。
こ
の
場
所
に
は
三
声
代
宮

所
が
置
か
れ
て
お
り
、

盛
岡
落

よ
り
任
命
さ
れ
た
代
官
が
、

現

在
の
三
戸
町
　
田
子
町
、

南
部

町
の
う
ち
旧
南
部
町
城
と
旧
名

三戸町同心町にある観福寺山円
三戸代官所の円を移美したものと伝わっている。

(20]3年4月 27日 蔦 谷大輔撮影)

三
戸
の
郷
学

・
為
憲
場

蔦

谷

大

輔

（県
民
ｉ
活
文
化
課

県
史
編
さ
ん
グ
ル
ー
プ
非
■
勤
嘱
証
貝
）

て
お
り
、

藩
が
全
藩
的
な
人
材

育
成
を
喫
緊
の
課
題
と
認
識
し

て
い
た
こ
と
を
あ
ら
わ
し
て
い

十
や
つ
。

さ
て
、

三
一月
で
は
、

翌
年
２

月
に
文
武
場
が
落
成
し
、

「為
憲

場
」
と
名
付
け
ら
れ
た
。

四
書

藻

罫

縄

滑
槌

幾

船

す
★
文
武
来
備
の
デ
吉
常
は
、

万
国
の
手
本
で
あ
る
）
に
由
来

す
る
も
の
で
、

文
武
両
道
を
教

育
理
念
と
し
て
掲
げ
て
い
た
の

和
歌
の
修
練
、

剣
術
や

槍
術
の
稽
古
、

医
学
讐

の
読
み
書
き
な
ど
で
あ

り
、

作
人
館
に
な
ら
つ

て
文
武
医
３
科
を
取
り

入
れ
た
も

の
で
あ

っ

た
。教

育
対
象
は
三
戸
給

人
に
限
ら
ず
、

百
姓
や
前
人
も

受
け
入
れ
る
態
勢
を
と

つ
て
お

り
、

広
く
有
望
な
人
材
を
発
掘

し
育
成
す
る
こ
と
を
目
指
し
て

い
た
よ
う
で
あ
る
。

と
こ
ろ
が
、
１
８
６
８

（慶

応
４
＝
明
治
元
）年
に
入
る
と
、

成
辰
戦
争
の
影
響
に
よ
り
武
芸

稽
古
の
頻
度
が
多
く
な
っ
た
よ

う
で
、

竹
刀
な
ど
の
備
品
が
不

足
す
る
事
態
が
起
き
て
い
た
と

い
う
。

内
哉
の
時
期
に
あ
っ
て

は
、

文
武
医
各
科
の
教
授
方
は

Ｃ


